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冨樫総務副大臣（左から4人目）に要望鳩山内閣府副大臣（左から4人目）に要望

本
会
の
正
副
会
長
は
11
月

21
日
、
冨
樫
博
之
総
務
副
大

臣
、
鳩
山
二
郎
内
閣
府
副
大

臣
に
面
談
要
望
し
た
。

要
望
で
は
、
小
規
模
市
議

会
を
中
心
に
深
刻
化
し
て
い

る
議
員
の
な
り
手
不
足
の
現

状
に
鑑
み
、
就
業
者
の
9
割

が
会
社
員
等
が
占
め
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
立
候
補
に

伴
う
休
暇
制
度
や
議
員
活
動

の
た
め
の
休
暇・休
職
、
任
期

満
了
後
の
復
職
な
ど
に
つ
い

て
、
事
業
主
の
理
解
を
得
る

た
め
の
取
組
、
労
働
法
制
の

見
直
し
、
会
社
員
が
立
候
補

し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
求

め
た
。
特
に
「
会
社
員
等
が

議
員
に
転
身
し
て
も
家
族
の

将
来
や
老
後
の
生
活
を
心
配

す
る
こ
と
な
く
議
員
に
立
候

補
し
、
議
員
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
、
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
を
促
す
上

で
も
重
要
な
課
題
」
と
訴
え
、

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議

員
の
加
入
を
強
く
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
自
治
体

の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必

要
な
地
方
税
・
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保

充
実
や
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
に
係
る
基
本

構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
の
意
見
の
十
分
な
反
映
、

関
係
予
算
の
安
定
的
な
確
保

な
ど
に
つ
い
て
重
点
的
に
要

望
し
た
。

【
会
長
】
坊
恭
寿 (

神
戸
市)

【
副
会
長
】
畑
中
優
周(

釧
路

市)

、
松
野
久
郎(

白
石
市)

、

小
島
正
泰(

熊
谷
市)

、
竹
山

聡(

一
宮
市)

、
垣
内
葊
明(

丹

波
市)

、
平
田
文
彦(

高
知
市)

厚生年金への地方議員の加入 厚生年金への地方議員の加入 

本
会
の
坊
恭

寿
会
長
（
神
戸

市
）、
全
国
都

道
府
県
議
会

議
長
会
の
山
本

徹
会
長
（
富
山

県
）、
全
国
町

村
議
会
議
長
会

の
渡
部
孝
樹
会

長
（
北
海
道
厚

真
町
）
は
11
月

15
日
、
富
山
県

高
岡
市
で
三
議

長
会
会
長
会
議

を
開
催
し
た
。

各
議
長
会
で

は
、厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
の
加
入
に
つ
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
決
議
ま
た
は
重
点
要
望

と
し
て
機
関
決
定
を
行
い
国

に
要
望
し
て
い
る
が
、今
後
は

三
議
長
会
共
同
で
要
望
活
動

を
展
開
し
て
い
く
と
の
方
針

を
確
認
し
、三
議
長
会
連
名
に

よ
る「
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議

会
議
員
の
加
入
を
求
め
る
決

議
」を
決
定
し
た（
決
議
全
文

は
2
面
）。

会
合
で
は
こ
の
ほ
か
、
各

議
長
会
で
行
っ
て
い
る
主
権

者
教
育
に
関
す
る
活
動
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

三議長会会長会議の模様（高岡市・国宝「勝興寺」）

三議長会会長 共同要望を決定三議長会会長 共同要望を決定

立 候 補 し や す い 環 境 整 備 を 
地 方 の 意 見 十 分 な 反 映 を 

なり手不足

地 方 創 生

正副会長正副会長

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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厚生年金への地方議会議員の加入を求める決議
地方議会は、投票率の低下や無投票当選の増加、議員

の性別や年齢構成の偏り、議員のなり手不足などの課題
を抱えている。

各議会や三議長会では、こうした課題に対応するため、
令和５年４月に成立した「地方議会が地方公共団体の重
要な意思を決定する」ことの明確化などを内容とする改
正地方自治法を踏まえ、議会とは何かを住民にしっかり
理解いただき、女性や若者など多様な人材の議会への参
画を進める環境整備を積極的に進めている。

これまで三議長会では、多様な人材の地方議会への参
画を進めるため、議会に対する関心を高め理解を深める
主権者教育の推進、標準会議規則に議会の欠席理由の例
示として「育児、介護」、出産の欠席期間として「産前
６週産後８週」の明記に加え、経済団体に企業等の就業
規則において立候補に伴う休暇制度を設けることについ
ての要請などを行ってきた。

また、国に対しては、立候補に伴う企業等による休暇
の保障や厚生年金への地方議会議員の加入など立候補環
境の改善のための法整備、小規模議会の議員報酬の適正
な水準への引き上げのための財政支援、議会のデジタル
化についての支援などを要請してきた。

特に、厚生年金については、就業者の９割を会社員等
の被用者が占めている状況に鑑み、会社員等が議員に
転身しても切れ目なく社会保障制度を継続できるように
し、家族の将来や老後の生活を心配することなく議員に
立候補するための喫緊の課題となっている。現在の地方
議会における投票率の低下や無投票当選の増加など、議
会への関心の低下や議員のなり手不足が深刻化している
状況を打破するためにも、早急に検討すべき事項である。

人口減少や高齢化など社会を取り巻く環境が更に厳し
さを増す中、住民自治の根幹をなす地方議会として、多
くの住民の声を集約し、多様な人材が参画するための環
境整備等を図るため、厚生年金への地方議会議員の加入
について早急に実現するよう強く求める。

全国都道府県議会議長会
全 国 市 議 会 議 長 会
全 国 町 村 議 会 議 長 会

自民 党 　予算・税制等政策懇談会

政府予算・施策について要望

自
由
民
主

党
は
11
月
19

日
、
予
算
・

税
制
等
に
関

す
る
政
策
懇

談
会
を
開
催

し
た
。

地
方
側
は
、

坊
恭
寿
会
長

（
神
戸
市
）

を
は
じ
め
と

す
る
地
方
六

団
体
の
各
代

表
者
が
要
望

を
行
い
、
関
係
国
会
議
員
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

坊
会
長
は
、
本
会
が
提
出

し
た
「
令
和
7
年
度
政
府
予

算
及
び
施
策
に
関
す
る
要
望
」

に
沿
っ
て
要
望
を
行
っ
た
。

全
国
の
地
方
自
治
体
が
、

地
方
創
生
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

社
会
保
障
、
防
災
・
減
災
な

ど
の
重
要
課
題
や
人
件
費
の

増
加
、
物
価
高
へ
の
対
応
の

た
め
、
地
方
財
政
の
歳
出
の

伸
び
を
十
分
確
保
し
た
う
え

で
、地
方
税・地
方
交
付
税
等

要望陳述する坊会長（神戸市）

の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
財
源

不
足
の
補
て
ん
に
当
た
っ
て

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
累

増
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

そ
の
発
行
を
可
能
な
限
り
縮

小
す
る
よ
う
求
め
た
。
さ
ら

に
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
充
実
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
政
策
的
な
税
源
控
除

を
導
入
し
な
い
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
現
在
、
与
野
党
間

で
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
の
撤

廃
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、
地

方
財
政
に
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
慎
重
に
検
討
す
る
よ
う

求
め
た
。

こ
の
ほ
か
坊
会
長
は
当
日

の
会
合
で
、
三
議
長
会
が
共

通
で
取
り
組
ん
で
い
る
課
題

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

1
点
目
は
、
低
投
票
率
や

議
員
の
な
り
手
不
足
の
問
題

に
対
応
し
、
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
促
進
の
一

助
と
す
る
た
め
、
主
権
者
教

育
の
一
層
の
推
進
を
求
め

た
。

２
点
目
は
、
家
族
の
将
来

や
老
後
の
生
活
を
心
配
す
る

こ
と
な
く
議
員
に
立
候
補

し
、
議
員
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
厚
生
年
金
へ
地
方

議
会
議
員
が
加
入
で
き
る
法

整
備
を
求
め
た
。

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する時事通信社 
iJAMP「市議会最前線」。１１月は広島県庄原市が取り組む

「市民が関心を持てる開かれた議会を目指して」を紹介し
ています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の取組」
でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 広島県庄原市

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

指定都市 20 市
中核市 62 市
施行時特例市 23 市
一般市 687 市
特別区 23 区
　計 815 市区

11月15日現在の市区数

https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
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若
者・女
性
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
地
域
社
会
へ

政
策
統
括
の
司
令
塔
設
置
を

伊東地方創生担当大臣（右から４人目）へ要望

伊東地方創生担当大臣（右から２人目）へ要望する坊会長（右）

本
会
を
は
じ
め
地
方
六
団

体
の
各
代
表
は
11
月
14
日
、

伊
東
良
孝
地
方
創
生
担
当
大

臣
と
面
談
し
、「
日
本
創
生

に
向
け
た
人
口
減
少
対
策
な

ど
を
求
め
る
緊
急
提
言
」
を

行
っ
た
。

緊
急
提
言
で
は
、
人
口
減

少
問
題
の
構
造
的
課
題
解
決

に
あ
た
っ
て
は
、若
者・
女
性

に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る
地

域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
位
置
付
け
、
国

と
し
て
政
策
を
統
括
す
る
司

令
塔
を
設
置
し
て
、
①
人
口

流
出
に
歯
止
め
を
か
け
地
方

へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
社

会
減
対
策
②
地
域
間
格
差
の

な
い
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

等
の
自
然
減
対
策
③
人
口
減

少
下
で
も
豊
か
で
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
―
の
３
本
の

柱
に
つ
い
て
強
力
に
推
進
す

る
よ
う
求
め
て
い
る（
下
掲
）。

坊
会
長
は
会
合
の
席
上
、

東
京
一
極
集
中
に
つ
い
て
は

地
方
か
ら
東
京
へ
の
流
出
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の
取

組
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、

実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る

よ
う
求
め
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
る
に
は
、
地
方
議
員

の
質
を
高
め
る
必
要
性
を
訴

え
、
地
方
議
員
の
半
数
が
専

業
と
の
現
状
を
踏
ま
え
、
最

低
限
、
厚
生
年
金
へ
地
方
議

会
議
員
が
加
入
で
き
る
よ
う

立
候
補
し
や
す
い
環
境
整
備

へ
の
支
援
を
求
め
た
。

日本創生に向けた人口減少対策などを求める緊急提言
～若者・女性にとっても魅力のある地域社会の構築に向けて～

我が国が多くの課題を抱える中、国においては、
日本社会のあり方を大きく変える「日本創生」の
実現に向け、「新しい地方経済・生活環境創生本部」
を新たに設置するなど、政府一体となって取り組
んでおられることに敬意を表します。

「日本創生」の中心的課題である人口減少問題を
克服し、次の世代に持続可能で夢や希望を描くこ
とができる未来を引き継いでいくため、機動的か
つ戦略的に政策手段を重点投入していくことが必
要不可欠です。

人口減少問題の構造的課題解決にあたっては、
若者・女性にとっても魅力のある地域社会を構築
していくことが特に重要です。そのためにも企業・
大学の地方への分散、農林水産業を含めた高付加
価値創出型経済への移行、賃上げや男女間の賃金
格差の是正に資する環境整備など、人口流出に歯
止めをかけ地方への人の流れをつくる社会減対策、
地域間格差のない子ども・子育て支援等の自然減
対策、人口減少下でも豊かで持続可能な地域づく
り、の三つの柱を、国として政策を統括推進する
司令塔を設置し、地方との適切な役割分担により
強力に推進するよう求めます。

併せて、国と地方が経済界・労働界など広く国
民各界各層と連帯して、行動を起こす国民運動を
提起するよう求めます。

地 方地 方
六 団 体六 団 体

本
会
は
、
第
１
８
１
回
産
業
経
済
委
員
会
、
第
１
６
５

回
地
方
財
政
委
員
会
、第
１
６
９
回
地
方
行
政
委
員
会
、第

１
８
１
回
建
設
運
輸
委
員
会
を
開
催
。
要
望
書
を
決
定
し
、

政
府・与
党
、国
会
議
員
な
ど
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
（
要

望
書
は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

各
委
員
会 

要
望
活
動
を
実
施

第第
１
８
１

１
８
１
回
産
業
経
済
委
員
会

回
産
業
経
済
委
員
会

小山田委員長
（姶良市）

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員

長
＝
小
山
田
邦
弘
姶
良
市
議

会
議
長
）
は
11
月
11
日
、
全

国
都
市
会
館
で
第
１
８
１
回

委
員
会
を
開
催
し
、
要
望
書

を
決
定
し
た
。

要
望
書
は
、
▽
農
林
水
産

業
共
通
対
策
▽
農
業
振
興
対

策
▽
林
業
振
興
対
策
▽
水
産

業
振
興
対
策
▽
食
の
安
全
及

び
消
費
者
の
信
頼
確
保
対
策

▽
中
小
企
業
振
興
対
策
等
▽

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
―

の
７
項
目
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
経

済
産
業
省
中
小
企
業
庁
長
官

官
房
の
貴
田
仁
郎
総
務
課
長

が
「
中
小
企
業
行
政
の
最
近

の
動
向
」、
農
林
水
産
省
大

臣
官
房
の
河
村
仁
政
策
課
長

が
「
農
林
水
産
行
政
の
最
近

の
動
向
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ

本 会

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/gyosei/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/gyosei/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/index.html
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の
比
重
が
大
き
く
な
る
中
、

地
方
の
財
政
需
要
に
対
応
し

た
税
源
を
安
定
的
に
確
保
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
税
制
の

拡
充
強
化
、
税
源
の
偏
在
性

が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な

地
方
税
体
系
の
構
築
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。

れ
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
要
望
活

動
を
実
施
し
、
小
山
田
委
員

長
、中
村
浩
二
副
委
員
長
（
沼

田
市
議
会
議
長
）、
西
村
泰
一

副
委
員
長
（
須
崎
市
議
会
議

長
）は
渡
邉
洋
一
農
林
水
産
審

議
官
、山
口
靖
農
林
水
産
省
大

臣
官
房
総
括
審
議
官
、青
山
豊

久
林
野
庁
長
官
、小
坂
善
太
郎

林
野
庁
次
長
、森
健
水
産
庁
長

官
ら
に
面
談・要
望
し
た
。

農
林
水
産
業
共
通
対
策

経
営
支
援
対
策
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
で
は
、
物
価
高

騰
等
に
よ
る
農
林
水
産
業
者

へ
の
一
層
の
資
金
繰
り
対
策

な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

持
続
的
な
発
展
に
関
す
る

施
策
の
推
進
に
つ
い
て
で
は
、

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

５
兆
円
目
標
の
実
現
に
向
け
、

輸
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農

主
な
要
望
事
項

主
な
要
望
事
項

渡邉農林水産審議官に要望（左から2人目）

林
水
産
事
業
者
へ
の
支
援
な

ど
を
要
望
し
て
い
る
。

そ
の
他
、担
い
手
の
育
成・

確
保
対
策
の
推
進
等
を
要
望

し
て
い
る
。

農
業
振
興
対
策

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に

関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を

活
用
し
農
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
要

望
し
て
い
る
。

中
小
企
業
振
興
対
策

中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ

い
て
で
は
、
生
産
性
向
上
や

青山委員長
（津市）

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
青
山
昇
武
津
市
議
会
議

長
）
は
11
月
13
日
、東
京・プ

ラ
ザ
エ
フ
で
第
１
６
５
回
委

員
会
を
開
催
し
、
要
望
書
を

決
定
し
た
。

要
望
書
は
、
▽
地
方
税
財

政
▽
地
方
債
計
画
▽
地
方
公

営
企
業
▽
国
庫
補
助
負
担
金

―
の
４
項
目
。

ま
た
、「
１
０
３
万
円
の

壁
」見
直
し
に
つ
い
て
は
、地

方
財
政
に
影
響
が
出
な
い
よ

う
議
論
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
総

務
省
自
治
税
務
局
の
菊
地
健

太
郎
企
画
課
長
が
「
当
面
の

地
方
税
制
の
課
題
」、
総
務

省
自
治
財
政
局
の
村
上
浩
世

交
付
税
課
長
が
「
令
和
７
年

度
に
向
け
た
地
方
財
政
の
課

題
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、青
山
委
員

長
、山
本
正
信
副
委
員
長
（
滝

川
市
）、
山
本
清
司
副
委
員
長

（
御
坊
市
）
は
要
望
活
動
を
実

施
し
、大
沢
博
総
務
省
自
治
財

政
局
長
に
面
談・要
望
し
た
。

主
な
要
望
事
項

主
な
要
望
事
項

地
方
税
財
政

地
方
税・地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
総
額
の
確
保・充
実

と
と
も
に
、臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
の
縮
減
と
償
還
財
源

の
確
保
を
要
望
し
て
い
る
。

自
動
車
関
係
諸
税
の
見
直

し
に
当
た
っ
て
は
、
電
動
車

大沢総務省自治財政局長に要望（左から2人目）

第第
１
６
５

１
６
５
回
地
方
財
政
委
員
会

回
地
方
財
政
委
員
会

労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
の

適
正
な
価
格
転
嫁
の
定
着
化

や
、
大
企
業
と
中
小
企
業
間

に
お
け
る
取
引
の
適
正
化
に

向
け
た
対
策
の
強
化
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

脱
炭
素
社
会
関
連
施
策
等

の
推
進
に
つ
い
て
で
は
、
地

方
自
治
体
が
脱
炭
素
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た
め
の
交
付

金
の
拡
充
や
長
期
継
続
的
な

財
政
支
援
措
置
な
ど
を
要
望

し
て
い
る
。

第第
１
６
９

１
６
９
回
地
方
行
政
委
員
会

回
地
方
行
政
委
員
会

渋川委員長
（飯山市）

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
渋
川
芳
三
飯
山
市
議
会

議
長
）
は
11
月
20
日
、東
京・

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第

１
６
９
回
委
員
会
を
開
催
し
、

要
望
書
を
決
定
し
た
。

要
望
書
は
、
▽
地
方
創
生

の
推
進
▽
消
防
防
災
体
制
の

充
実
強
化
▽
過
疎
地
域
の
持

続
的
発
展
▽
治
安
対
策
の
強

化
等
―
な
ど
12
項
目
を
求
め

る
も
の
で
、
評
議
員
会
で
採

択
さ
れ
た
「
多
様
な
人
材
へ

の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進
に

関
す
る
決
議
」
な
ど
と
併
せ

て
積
極
的
に
要
望
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
総

務
省
消
防
庁
の
笹
野
健
総
務

課
長
が
「
消
防
防
災
行
政
の

現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
説

明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
渋
川
委

員
長
、
上
野
顕
介
副
委
員
長

（
湖
南
市
議
会
議
長
）、
德

永
春
男
副
委
員
長
（
大
牟
田
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第第
１
８
１

１
８
１
回
建
設
運
輸
委
員
会

回
建
設
運
輸
委
員
会

井上参議院総務委員会理事に要望（右端） 山本参議院総務委員会理事に要望（右から2人目）

藤井参議院総務委員会理事に要望（右から2人目）

主
な
要
望
事
項

主
な
要
望
事
項

多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の 
参
画
を
促
す
環
境
整
備

地
方
自
治
法
改
正
の
周

知
と
主
権
者
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
で
は
、
令
和
５

年
の
地
方
自
治
法
改
正
で

地
方
議
会
の
役
割
や
議
員

の
職
務
等
が
明
文
化
さ
れ

た
こ
と
の
十
分
な
周
知
及

市
議
会
議
長
）
は
要
望
活

動
を
実
施
し
、
井
上
義
行

参
議
院
総
務
委
員
会
理
事
、

山
本
博
司
参
議
院
総
務
委

び
主
権
者
教
育
の
推
進
、
議

会
自
ら
が
主
体
的
に
行
う
主

権
者
教
育
の
取
組
へ
の
支
援

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

会
社
員
が
立
候
補
し
や
す

い
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
で

は
、
立
候
補
に
伴
う
休
暇
制

度
や
議
員
活
動
の
た
め
の
休

暇
・
休
職
、
任
期
満
了
後
の

復
職
な
ど
に
つ
い
て
事
業
主

の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組

千葉委員長
（釜石市）

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員

長
＝
千
葉
榮
釜
石
市
議
会
議

長
）
は
11
月
21
日
、
全
国
都

市
会
館
で
第
１
８
１
回
委
員

会
を
開
催
し
、
要
望
書
を
決

定
し
た
。

要
望
書
は
、
▽
自
然
災
害

対
策
の
推
進
▽
各
種
交
通
基

盤
整
備
の
推
進
▽
都
市
基
盤

整
備
の
推
進
▽
観
光
施
策
の

推
進
―
の
４
項
目
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
国

土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保

全
局
の
森
本
輝
河
川
計
画
課

長
が
「
流
域
治
水
の
加
速

化
・
深
化
～
流
域
総
合
水
管

理
へ
の
展
開
～
」、同
省
不
動

産
・
建
設
経
済
局
の
渡
邊
哲

至
建
設
業
課
長
が
「
地
域
の

安
全
・
安
心
を
支
え
る
建
設

主
な
要
望
事
項

主
な
要
望
事
項

自
然
災
害
対
策
の
推
進

台
風
・
豪
雨
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
で
は
、
流
域

治
水
の
本
格
的
実
践
に
必

要
な
予
算
・
財
源
の
確
保

な
ど
の
支
援
及
び
「
防

災・減
災
、国
土
強
靱
化
の

た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」に
必
要
な
予
算・財
源

の
確
保
、「
５
か
年
加
速

化
対
策
」
終
了
後
も
継
続

的
・
安
定
的
に
国
土
強
靱

化
を
推
進
で
き
る
よ
う
必

要
な
予
算
・
財
源
の
確
保

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

各
種
交
通
基
盤
の
整
備

道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
で
は
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
と
建

設
資
材
高
騰
や
労
務
費
の
上

昇
を
踏
ま
え
た
財
源
の
確
保

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
で
は
、
利
用
者

の
減
少
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
等
に
よ
り
厳
し
い
経

営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
地

域
公
共
交
通
の
事
業
者
及
び

地
方
自
治
体
へ
の
路
線
維
持

の
た
め
の
財
政
措
置
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

西岡衆議院国土交通委員会理事に要望（左から2人目）

員
会
理
事
、
藤
井
一
博
参
議

院
総
務
委
員
会
理
事
に
面

談・要
望
し
た
。

推
進
及
び
労
働
法
制
の

見
直
し
を
求
め
て
い

る
。ま

た
、
厚
生
年
金
制

度
へ
の
地
方
議
会
議
員

の
加
入
実
現
に
つ
い
て

で
は
、
法
整
備
を
求
め

て
い
る
。

地
方
創
生
の
推
進

地
方
へ
の
移
住
・
定

着
の
推
進
に
つ
い
て
で

は
、
東
京
圏
へ
の
一
極

集
中
か
ら
地
方
へ
分
散

す
る
施
策
・
取
組
の
積

極
的
な
推
進
な
ど
を
要

望
し
て
い
る
。

産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
て
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ

説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
千
葉
委

員
長
、
石
川
善
己
副
委
員
長

（
四
日
市
市
議
会
議
長
）、
楠

學
副
委
員
長
（
西
条
市
議
会

議
長
）
は
要
望
活
動
を
実
施

し
、
西
岡
秀
子
衆
議
院
国
土

交
通
委
員
会
理
事
の
ほ
か
、

国
土
交
通
省
で
廣
瀬
昌
由
技

監
、
天
河
宏
文
国
土
交
通
審

議
官
、
村
田
茂
樹
大
臣
官
房

長
に
面
談・要
望
し
た
。
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令
和
6
年
度
「
社
会
的
な

孤
独・孤
立
問
題
に
関
す
る
特

別
委
員
会
」（
委
員
長
＝
藤
澤

進
一
江
戸
川
区
議
会
議
長
）

は
11
月
19
日
、
東
京・Ａ
Ｐ
新

橋
で
有
識
者
等
と
の
意
見
交

換
会
（
第
２
回
委
員
会
）
を

開
催
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
中
央

大
学
法
学
部
の
宮
本
太
郎

教
授
が
「
な
ぜ
い
ま
孤
独
・

孤
立
対
策
か
―
基
礎
自
治
体

藤澤委員長
（江戸川区）

社
会
的
な
孤
独・孤
立
問
題
に
関
す
る

社
会
的
な
孤
独・孤
立
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会  

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

都
市
基
盤
整
備
の
推
進

社
会
資
本
整
備
事
業
等
の

推
進
に
つ
い
て
で
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
及
び

防
災
・
安
全
交
付
金
の
所
要

額
確
保
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル

等
の
経
年
劣
化
対
策
に
必
要

な
予
算
の
確
保
及
び
緊
急
に

修
繕
等
が
必
要
な
場
合
の
財

政
支
援
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

観
光
施
策
の
推
進

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
の
促
進
に
つ
い
て
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
深
刻
な
打
撃
を
受

け
た
、
観
光
の
本
格
的
な
復

興
の
た
め
の
受
入
環
境
の
整

備
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

め
る
財
源
の
確
保
及
び
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
配

慮
し
た
持
続
可
能
な
観
光
の

推
進
な
ど
を
要
望
し
て
い

る
。

の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、宮
本
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、山
形
市

福
祉
推
進
部
の
鈴
木
伸
治

次
長
兼
生
活
福
祉
課
長
、 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
み
ら
い
の
つ
な
が
り
は

ぐ
く
む
事
業
部
の
桂
山
奈
緒

子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、名
張
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

柴
垣
維
乃
セ
ン
タ
ー
長
、社

会
福
祉
法
人
大
阪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
の
早
瀬
昇
理
事
長

が
そ
れ
ぞ
れ
事
例
紹
介
を
行

い
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
に
お

け
る
基
礎
自
治
体
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

詳
報
は
近
日
掲
載
。

議
会
人
事

▼
議
長

▽
あ
き
る
野 

臼
井　
建（
7・31
）

▽
羽
曳
野 

通
堂
義
弘（
9・30
）

▽
有
田 

児
嶋
清
秋（
9・30
）

▽
守
山 

渡
邉
邦
男（
10・1
）

▽
裾
野 

井
出　
悟（
10・2
）

▽
和
泉 

関
戸
繁
樹（
10・2
）

▽
胎
内 

八
幡
元
弘（
10・3
）

▽
い
わ
き 

永
山
宏
恵（
10・4
）

▽
八
代 

村
川
清
則（
10・11
）

▽
座
間 

熊
切
和
人（
10・17
）

▽
宇
土 
野
口
修
一（
10・21
）

▽
三
田 
福
田
秀
章（
10・23
）

▽
川
西 

岡　
留
美（
10・24
）

▽
柳
川 

荒
木　
憲（
10・24
）

▽
高
梁 

伊
藤
泰
樹（
10・30
）

▽
東
近
江 

西
﨑　
彰（
10・31
）

▽
草
加 

広
田
丈
夫（
11・1
）

▽
伊
豆 

下
山
祥
二（
11・1
）

▽
岡
崎 

簗
瀬　
太（
11・5
）

▽
燕 

渡
邉
雄
三（
11・7
）

▽
宗
像 

岡
本
陽
子（
11・7
）

▽
甲
賀 

田
中
將
之（
11・8
）

▽
養
父 

谷
垣　
満（
11・8
）

▽
東
大
阪 

安
田
秀
夫（
11・11
）

▽
泉
南 

堀
口
和
弘（
11・11
）

▽
加
東 

岸
本
眞
知
子（
11・11
）

▽
海
老
名 

戸
澤
幸
雄（
11・13
）

▽
摂
津 

三
好
義
治（
11・13
）

▽
葛
城 

奥
本
佳
史（
11・13
）

▽
袖
ケ
浦 

小
国　
勇（
11・14
）

▽
亀
山 
岡
本
公
秀（
11・14
）

▽
米
原 
山
本
克
巳（
11・14
）

▽
豊
岡 
松
井
正
志（
11・14
）

▽
笛
吹 

神
宮
司
正
人（
11・15
）

▽
薩
摩
川
内

 

下
園
政
喜（
11・15
）

▽
氷
見 

正
保
哲
也（
11・18
）

▽
岩
国 

片
岡
勝
則（
11・18
）

▽
見
附 

渡
辺
美
絵（
11・20
）

▽
南
あ
わ
じ

 

久
米
啓
右（
11・21
）

▼
副
議
長

▽
泉
佐
野

 

日
根
野
谷
和
人（
5・17
）

▽
羽
曳
野 

百
谷
孝
浩（
9・30
）

▽
守
山 

川
本
航
平（
10・1
）

▽
長
野 

松
井
英
雄（
10・2
）

▽
裾
野 

土
屋
主
久（
10・2
）

▽
和
泉 

吉
川
茂
樹（
10・2
）

▽
胎
内 

森
本
将
司（
10・3
）

▽
い
わ
き 

小
野　
茂（
10・4
）

▽
座
間 

内
藤
幸
男（
10・17
）

▽
宇
土 

西
田
和
徳（
10・21
）

▽
三
田 

肥
後
淳
三（
10・23
）

▽
川
西 

坂
口
美
佳（
10・24
）

▽
高
梁 

倉
野
嗣
雄（
10・30
）

▽
東
近
江 

森
田
德
治（
10・31
）

▽
草
加 

田
中
宣
光（
11・1
）

▽
伊
豆 

間
野
み
ど
り（
11・1
）

▽
志
摩 

前
田
俊
基（
11・1
）

▽
岡
崎 

井
町
圭
孝（
11・5
）

▽
燕 

小
林
由
明（
11・7
）

▽
宗
像 

森
田
卓
也（
11・7
）

▽
甲
賀 

西
村　
慧（
11・8
）

▽
野
洲 

津
村
俊
二（
11・8
）

▽
養
父 

深
澤　
巧（
11・8
）

▽
東
大
阪 

西
村
潤
也（
11・11
）

▽
泉
南 

石
橋
正
敏（
11・11
）

▽
加
東 

別
府
み
ど
り（
11・11
）

▽
海
老
名 

永
井
浩
介（
11・13
）

▽
摂
津 

香
川
良
平（
11・13
）

▽
葛
城 

西
川
善
浩（
11・13
）

▽
袖
ケ
浦 

山
口　
進（
11・14
）

▽
亀
山 

森　
英
之（
11・14
）

▽
米
原 

山
脇
正
孝（
11・14
）

▽
豊
岡 

岡
本
昭
治（
11・14
）

▽
笛
吹 

河
野
正
博（
11・15
）

▽
薩
摩
川
内

 

森
満　
晃（
11・15
）

▽
氷
見 

上
坊
寺
勇
人（
11・18
）

▽
岩
国 

藤
重
建
治（
11・18
）

▽
見
附 

徳
永
英
明（
11・20
）

▽
南
あ
わ
じ

 

蔭
山
順
子（
11・21
）

▽
光 

小
林
隆
司（
11・21
）

▽
武
蔵
野 

与
座　
武（
11・22
）

▼
事
務
局
長

▽
泉
佐
野 

古
谷
浩
一（
４・1
）

議会人事の旬報への掲載
　議会人事（議長・副議長・事務局長）について
は、議会事務局の皆様からの報告をもとに掲載し
ています。
　本会ウェブサイト「オンライン・調査システム」か
らご報告ください。

メンバーのページ（議会事務局の方） 要ID・パスワード

オンライン調査・回答システム 要ID・パスワード

トップページ https://www.si-gichokai.jp/

議会事務局の議会事務局の
皆様へ皆様へ

•
•
•
 •

 •
 •

 •
•
•

https://www.si-gichokai.jp/
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
（
会
長
＝
新
田
寛
之

小
松
市
議
会
議
長
）
は
11
月
19
日
、都
内
で
第
１
１
０
回
理

事
会
を
開
催
し
、
要
望
書
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
終
了
後
、

基
地
関
係
国
会
議
員
と
の
情
報
連
絡
会
を
開
催
し
、基
地
関

係
国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

満
額
確
保
求
め
る

満
額
確
保
求
め
る

基
地
関
係
予
算

基
地
関
係
予
算

基 地 協基 地 協
理 事 会理 事 会

19
日
の
理
事
会
で
は
、
令

和
７
年
度
政
府
予
算
編
成
に

向
け
、
基
地
対
策
関
係
予
算

の
増
額
確
保
な
ど
を
求
め
る

要
望
書
を
決
定
し
た
。

協
議
で
は
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
（
案
）
を
原
案
通
り

決
定
。
要
望
書
で
は
、基
地・

調
整
交
付
金
３
８
５
億
４
０

０
０
万
円
（
対
前
年
度
10
億

円
増
）
及
び
基
地
周
辺
対
策

経
費
１
４
８
９
億
円
（
対
前

年
度
１
１
９
億
円
増
）
の
概

算
要
求
額
満
額
確
保
な
ど
に

つ
い
て
求
め
て
い
る
（
全
文

新田基地協会長
（小松市）

森監事
（多賀城市）

は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載

）。会

員
市
町
村
に
対
し
、
地
元
選

出
の
国
会
議
員
や
政
党
の
都

道
府
県
連
等
に
対
す
る
要
望

活
動
を
依
頼
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
会
計

決
算
に
つ
い
て
森
長
一
郎
監

事
（
多
賀
城
市
議
会
議
長
）

か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、
了

承
。
１
月
の
第
88
回
総
会
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、総
務
省
自

治
税
務
局
固
定
資
産
税
課
の

小
野
寺
徹
理
事
官
、防
衛
省
地

方
協
力
局
の
村
井
勝
総
務
課

長
か
ら
両
省
が
所
管
す
る
基

地
関
係
予
算
の
概
算
要
求
等

宮崎参議院
総務委員長

寺田自民党
総務会長代理

理
事
会
終
了
後
、基
地
協
議

会
の
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談

役
は
基
地
関
係
国
会
議
員
等

を
招
き
、
要
望
事
項
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

当
日
は
、宮
崎
勝

参
議
院
総
務
委
員

長
、寺
田
稔
自
由
民

主
党
総
務
会
長
代

理
の
ほ
か
、総
務
省

自
治
税
務
局
固
定

資
産
税
課
の
小
野

寺
徹
理
事
官
、
防
衛
省
地
方
協

力
局
総
務
課
の
村
井
勝
課
長

が
出
席
し
た
。

新
田
会
長
は
冒
頭
、理
事
会

で
決
定
の
要
望
書
に
基
づ
き

要
望
陳
述
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
出
席

者
か
ら
国
会
議
員
へ
▽
騒
音

被
害
に
係
る
補
助
事
業
の
基

準
緩
和
及
び
新
た
な
補
助
メ

ニ
ュ
ー
の
検
討
、段
階
的
措
置

な
ど
既
存
補
助
事
業
の
対
応

（
綾
瀬
市
）
▽
騒
音
基
準
に
係

る
補
助
事
業
に
つ
い
て
、物
価

高
騰
等
経
済
状
況
に
応
じ
た

予
算
措
置
等
（
大
和
市
）
▽

砲
撃
や
航
空
機
等
の
低
周
波

音
等
の
測
定
方
法
の
確
立
と

対
策
、
事
件・事
故
等
へ
の
迅

速
な
対
応
と
公
表
（
裾
野
市
）

▽
新
た
な
再
編
交
付
金
の
新

設・増
額・継
続
、地
下
シ
ェ
ル

タ
ー
の
設
置
、住
宅
防
音
コ
ン

タ
ー
の
見
直
し
、米
軍
に
よ
る

弱
者・婦
女
暴
行
防
止
の
た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ・Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
定
期
的
な
検

査
の
継
続
と
検
査
費
用
の
負

担
（
福
岡
県
築
上
町
）
▽
北

海
道
の
自
衛
隊
の
体
制
維
持・

充
実
、固
定
資
産
税
額
と
の
乖

離・実
情
を
踏
ま
え
た
基
地
交

付
金
の
交
付（
帯
広
市
）―
な

ど
に
関
す
る
要
望
が
あ
り
、活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

基地関係国会議員基地関係国会議員
情 報 連 絡 会情 報 連 絡 会

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

地⽅議員と地域との「新しい関係」をどう考えていくか
特　集

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価831円（年間購読料 9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2024

11

巻頭言　地方自治に思う
これからの地方議会に求められるもの　
地域マネジメントの視点の重要性
西南学院大学法学部教授	 勢 一 智 子

■ 特集
▶ 議員のなり手不足解消と地方創生を

ともに達成するためには？
関東学院大学法学部教授/社会構想大学院大
学特任教授	 牧 瀬 　 稔

▶ 地域コミュニティの見つめ直しが議
会・議員を育てる
元長野県飯綱町議会議長/地域政策塾21代表
 寺 島 　 渉

▶ 「地域おこし協力隊」の地方議会進
出 「協力隊出身議員」から始まる地方創生
徳島大学大学院社会産業理工学研究部教授
 田 口 太 郎

■ 議員レポート
▶ 広島県三次市／地方政治にグローバ

ルな視点を　Think Globally,Act Locally
広島県三次市議会議員	 徳	岡	真	紀

▶ 滋賀県竜王町／これからも「地域お
こし」!　地域おこし協力隊で知った地域の力
滋賀県竜王町議会副議長	 中	村	匡	希

▶ 徳島県松茂町／スポーツによる地域の 
活性化を！
徳島県松茂町議会議員	 川	端 　 順

▶ 熊本県合志市／海外での経験を地元
に活かす　JICA海外協力隊から地方議会 
議員へ

熊本県合志市議会議員	 中	元 　 緑

■ 特集
▶ 議員の「なり手不足」問題と議員定数・議員報酬／辻　 陽
▶ 女性の立場から「なり手不足」を考える／益子純恵
■ 現地報告
▶ 秋田県能代市議会／鍋谷　暁（能代市議会議員）
▶ 北海道栗山町議会／齊藤義崇（栗山町議会副議長）
■ 連載 

【広報・研修資料】
▶ 議会広報紙を見やすく、わかりやすく／佐久間智之

【地方議会最前線】
▶ 岡山県井原市議会／林　紀之

【職員研修講座】
▶ 地方議会事務局Q&A／吉田利宏

「月刊 地方議会人」サンプル版ではデジタルブックで地
方議会議員・議会事務局の方々に好評の特集、現地報
告各3本、連載3本を「無料」で読むことができます！

デジタルブックサンプル版の内容は下記のとおりです。

サンプル版は
こちら！▶▶　「月刊 地方議会人」デジタルブック

サンプル版はじめました！

お問合せ TEL 03-3264-2520　　FAX 03-3264-2867株式会社　中央文化社 https://chuobunkasha.com/

https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/kichi/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/kichi/index.html
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://chuobunkasha.com/
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代
理・副
会
長（
出
雲
市
議
会

議
長
）
と
と
も
に
、
114
人
の

国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
自

治
体
病
院
議
員
連
盟
（
会
長

＝
森
英
介
衆
議
院
議
員
）
総

会
に
出
席
し
、
森
会
長
ら
に

要
望
書
を
手
交
す

る
と
と
も
に
、
自

治
体
病
院
の
経
営

基
盤
安
定
な
ど
に

つ
い
て
発
言
し
た
。

喜
多
会
長
は
①

地
域
医
療
の
確
保

や
経
営
基
盤
の
安

定
化
を
図
る
た
め

の
財
政
措
置
②
地

方
に
お
け
る
医
師

不
足
・
偏
在
の
早

期
解
消
③
地
域
医

療
構
想
―
に
つ
い

て
の
３
点
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
は
、

不
採
算
医
療
に
対

す
る
財
政
措
置
の

さ
ら
な
る
拡
充
を

求
め
た
。

②
に
つ
い
て
は
、

医
師
確
保
へ
の
国

に
よ
る
対
策
の
着

実
な
推
進
及
び
実

効
性
・
即
効
性
の

あ
る
措
置
と
と
も

治
体
病
院
に
関
す
る
要
望
」

を
手
交
し
、
面
談
を
行
っ
た
。

【
要
望
先
】

安
藤
高
夫
厚
生
労
働
大
臣

政
務
官
、
新
谷
正
義
衆
議
院

厚
生
労
働
委
員
長

病
院
協
の
正
副
会
長
・
監

事・相
談
役
は
、
同
日
、
厚
生

労
働
省
、
関
係
国
会
議
員
に

対
し
要
望
活
動
を
実
施
。「
自

谷公一議連幹事長（中央）

上⽉良祐議連事務局長（中央）

森英介議連会長（中央）

あべ俊子議連幹事長代行（中央）

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
の
喜
多
浩
一

会
長（
金
沢
市
議
会
議
長
）は

11
月
19
日
、
板
垣
成
二
会
長

に
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
４
・
骨

太
の
方
針
２
０
２
４
」
に
お

け
る
「
総
合
的
な
医
師
偏
在

対
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
つ

い
て
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な

い
実
効
性
あ
る

対
策
の
と
り
ま

と
め
を
求
め
た
。

③
に
つ
い
て

は
、
再
編
・
統
合

等
を
議
論
す
る

際
に
は
地
域
の

実
情
を
十
分
に

踏
ま
え
た
取
組

を
推
進
す
る
と

と
も
に
「
医
師
の

地
域
・
診
療
科
偏

在
対
策
」
等
と
一

体
と
し
て
更
な

る
支
援
策
を
講

じ
る
こ
と
、
２
０

２
６
年
度
以
降

の
新
た
な
地
域

医
療
構
想
に
つ

い
て
地
方
の
意

見
の
十
分
な
反

映
と
地
域
の
医

療
提
供
体
制
上

の
課
題
解
決
に

向
け
た
十
分
な

支
援
を
求
め
た
。

自
治
体
病
院
議
連
総
会・病
院
協
要
望
活
動

自
治
体
病
院
議
連
総
会・病
院
協
要
望
活
動

経
営
基
盤
安
定
化
な
ど
を
要
望

要
望
活
動

要
望
活
動

新谷衆議院厚生労働委員長（右から7人目）に要望

安藤厚生労働大臣政務官（右から7人目）に要望


